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一側小脳歯状核破核 ラ ッ トの扁 桃核 キ ン ド

リン グ
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けい れん重積状 態に 関する検討

一幼若 ラ ッ ト海馬刺激を 用い て 一
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一

側小脳歯状核破 壊 が、ラ ッ ト扁 桃 核 キ ン ドリ ン グ　 に

い か な る影響を 及 ぼ すか 検 索 した。22 匹 の ウ ィ ス タ ー
系雄

ラ ッ ト （体 重 250 − 500g ） を 用 い た 。、ネ ム プ タ
ー

ル 麻 酔

下 に 両 側 前 頭 部皮 質、視 床 外 側核、左 小 脳 歯 状 核 、両 側 扁

桃 核 に 電 極 を装置 し た。1週 問後 脳 波記 録 を 行 な い 、5mA ，

30 秒 の 直 流通電 に よ り、左 小脳歯状 核 を電 気 的 に 破 壊 した 。

更 に 1 週 間 後 、脳 波 記 録 を行 い 、小 脳 歯状 核 破 壊 に よ る 脳

波 の 影 響 を検 索 し た 。 そ の 後、20G μ A ，1msec ，60Hz の

右扁桃核刺激を 1 日 1回行な っ た。5 回 の 全 身 け い れん 発 作

を 認 め た 後、深麻 酔下 に 通電 し、電 極 位 置 を ラ ベ ル し、脳

を 灌 流固定 した 。 組織学 的 に 小脳核破 壊部位、電 極位置 を

同 定 し た 。

　
一・

側 小 脳 歯 状 核 破 壊 の 前後 で の 、前頭 葉 皮 質 の 左 右 の 脳

波間 の コ ヒ レ ン ス を比較 したが 有意 な変化 を認 め なか っ た。

しか しな が ら、扁 桃 核 キ ン ドリ ン グの 発展過程 で 、 顕著 な

変化を認めた。す なわ ち、対照 群が 、stage 　 l　 eye 　 blinking

＆ 　 mouth 　 movemerlt ，　 stage 　2 　head 　noddir ユg ，

stage 　 3 対 側 前 肢 の ク ロ
ー

ヌ ス ，　 stage 　 4 両側性 ク ロ
ー

ヌ ス と reartng ，　 stage 　 5 両側性 の ク ロ
ー

ヌ ス ，　 rearing

と姿勢の 失調 を 示す の に 対 して 、破 壊 群 で 1）多 くの 動 物 で

s ［age 　 l　 le 　e ［び Stage 乙 を欠 如 し 、∠）早 期 に 前 肢 の 強 直

性 けん れ ん 柑が 発 現 した 。 最終段階 で の 後 放 電 の 持続 時 間

が 、対 照 キ ン ド リ ン グの 96 秒 に 対 し、31 ，4秒 と短 か か っ

た。

　 こ れ らの こ とは 、小 脳 歯 状 核 が、扁 挑 核 刺 激 に よ り大 脳

皮質運 動領を ま きこ ん で 生 ず るキ ン ドリ ン グ に 深 く関 与 し

て い る こ とを 示 した 。

　 ［目的］我 々 は t 昨年の 本学会 に おい て ラ ッ ト扁桃核頻

回電気刺激に よ り， け い れ ん 重積状態が 形成 され，しか も

成熟 ラ ッ トに 比べ 幼 若 ラ ッ トに お い て よ り重積傾向を示す

こ とを報告 した 。 今回 は ， 幼若ラ ッ トを用 い て 海馬に お け

る低頻度刺激 キン ド リン グ及び け い れ ん 重積状態に つ い て

検討 した。

［方法］実験 に はウ イス タ ー系 幼 若 ラ ヴ トを用 い た。生 後

13日 目 また は 14日 目に，エ ー
テ ル 麻酔下で 双極電極を両側

海馬に 定位刺入した。生後 16日目に ラッ トを2 群に 分け，

1群 （n ＝5）に つ い て は 周波数 10Hz パ ル ス 幅losecの 二 相

性矩形波に て 10秒間 ， 6〔渺毎に刺激を加え， キ ン ドリン グ

形成過程 に つ い て検討 した 。 II群 （n＝4）に つ い て は 1群と

同様の 刺激 を用 い ，40秒毎 に 刺激をお こ な っ た 。 なお 運 動

徴候の 分類 に は』bsheらの 分類を用い た。

［結果］扁桃核同様海馬に お い て も，10H2の 低頻度竜気刺

激に よっ て キ ン ドリン グが形成され，全身けい れん に 至 る

まで の 平均刺激回数は 20．5回で あっ た q 臨床発作型に つ い

ては，従 来 の キ ン ドリン グ （60Hz，2秒）と著 明 な差を認め

ず，初回刺激時より持続時間の 長 い wet 　dog　shakes を認め

全身けい れ ん完成後も減少傾向を認め な い もの が 多か っ た n

また，s 捻 3c3 に お い て は幼若 ラ ・・
｝に 特 庁外 左 亡交 i弋控の

前肢 ク ロ
ー

ヌ ス を認め た。II群に お い て は，扁桃核同様刺

激に 伴 い 当初は しば しばafter −discharge（th）の 出現が 認

め られ なか っ たが，次第 に2− 4回の 刺激 に も及ぶ ADの 出現

を認 め ，
つ い に はse 且f−sttstained 　seizure 　activity の 出

現が 認 め られた。

［結語］扁桃核と同様海馬に お い て も頻回電気刺激に て け

い れ ん 重積 状 態 が形 成 され，乳幼 時 期 の て ん か ん の 基礎的

研究に 有用 で ある と思わ れ た。今後 さ らに 例数 を憎やすと

ともに 成熟ラ ッ トとの 比較検討をお こ な う予定で あ る。
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